
















る消耗性症候群 [Seefeld et al., 1984]、口蓋裂
[Birmbaum et al., 1985] や 水 腎 症 [Couture-
Hawas et al., 1991]などの奇形を誘発するほか、




の低下を引き起こす [Powers et al., 2005]こと
が報告された。この原因の一つに、胎生期あ
るいは授乳期中に TCDD暴露を受けたラット
やマウスの脳内の大脳皮質 [Mitsuhashi et al., 





























 6 年次生 特別任用助教
Learning and Memory in Mice Gestationally and 













娠マウスを自由摂食および摂水下、気温 25 ± 
2%および湿度 55%で、8 時から 20 時までの




Protease cocktailおよび phosphatase inhibitor 
cocktail はナカライテスク（京都）から購入した。
5-bromo-2’-deoxyuridine（BrdU）およびウサギ
抗 grial fibrillary acidic protein （GFAP）抗体







購入した。マウス抗 Alexa 488 抗体およびウサ
ギ抗 Texas red 抗体は Invitrogen（Carlsbad, 
CA）から購入した。
2-3．薬物投与
C57BL/6J妊娠 11 日目、出産後 2、７、14
日目のマウス母体（清水実験材料、静岡）に計
4 回、3MC（10、 30、 60 mg/kg）を corn oilで
懸濁した後、体重 10 gあたり 0.1 mLの割合で
腹腔内に投与した。また、記憶・学習試験 12








ブジェクトを設置していないゲージ（30 x 30 x 
35 cm）に 3日間（10 分間 /日）マウスを慣れ
させ、翌日ゲージ内に同形の三角フラスコ（A, 
B）を 1 つずつ置き、それぞれの三角フラス
コ A、Bに対する接触時間を 10 分間測定した
（training test）。Training test 終了後の 1 時
間目に、三角フラスコ（B）を木のおもちゃ（C）
に置換し、5分間自由に探索させた（retention 
test, 1 h）。また、training test終了後 24 時間
目に三角フラスコ（B）をプラスチック製のお
もちゃ（D）に置換し、5分間自由に探索させ





Training test; Ep（%）= tB /（tA + tB）x 100
Retention test（1 h）; Ep（%）
= tC /（tA + tC）x 100
Retention test（24 h）; Ep（%）
= tD /（tA + tD）x 100
2-6．組織の固定と包埋









































摘 出 し、homogenizing buffer｛10 mM Tris-
HCl（pH7.5）、1 mM EDTA、 1 mM EGTA、 







glycerol お よ び 0.02% bromophenol blue を




し た 後、PVDF 膜（Millipore, Billerica, MA, 
USA）にブロットした。一抗体は抗MAP2 抗





































et al., 2010]、また授乳期 TCDD暴露により
出生後のラット小脳の発達遅延が報告された




Values are expressed mean ± S.D.
Figure 2.　胎生期・授乳期 3MC暴露後の新生マウスの記憶・学習試験の影響



























Scale bar = 50 μm
Figure 4.　BrdU取り込み
グラフは海馬歯状回 1 mm2 面積あたりの BrdU陽性
細胞数を示している。Values are expressed mean 
± S.D.
Figure 5.　MAP2 および NR1 の発現量
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により解析した。その結果、いずれの 3MC濃
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